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平成 26 年度フードチェーン食育活動推進事業 

ディレクション等委託業務実績報告 

 

 平成 26年度フードチェーン食育活動推進事業ディレクション等委託業務である４つのデ

ィレクション業務並びに、首都圏の飲食店における食育情報発信プロモーション業務につ

いて、以下のとおり実績報告とする。 

 

１ 事業推進会議運営ディレクション業務（業務１） 

（１）役割分担 

 本業務に対する各担当の役割は次のとおりであった。 

役職 主な役割 担当者 

プロデューサー 全体統括・管理 菅野剛 

プロジェクトディレクター 業務推進 木村潤一郎 

ディレクター 業務推進サポート 大木麻美、鈴木佑馬 

 

（２）実施内容 

ア 5 月 19 日（月） 

担当者 木村潤一郎、大木麻美 作業時間 終日 

タイトル 第１回事業推進会議の資料の作成業務 

作業内容 第１回事業推進会議に使用する資料の作成を行った。第１回目である

ことから、事業概要の説明や実施具体案についての説明資料となっ

た。 

備考  

 

イ 5 月 20 日（火） 

担当者 木村潤一郎、大木麻美 作業時間 終日 

タイトル 第１回事業推進会議の資料の作成業務ならびに会議の開催 

作業内容 前日に引き続き第１回事業推進会議に使用する資料の作成を行った。

推進会議実施前には、別海町松本主任と事前のすり合わせを行った。 

第１回事業推進会議は、それぞれの事業項目の委託者が集まり、事業

概要を共有するとともに、実施具体案について協議した。 

備考   
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ウ 5 月 21 日（水） 

担当者 菅野剛、木村潤一郎 作業時間 終日 

タイトル 全体概要打ち合わせ、第１回事業推進会議の情報共有 

作業内容 本事業全体の概要の共有と今後の進め方、作業分担についての社内

ミーティングを行った。 

備考  

 

エ 5 月 21 日（水） 

担当者 鈴木佑馬、大木麻美 作業時間 終日 

タイトル 第１回事業推進会議の議事録作成および 

議事内容の整理、スケジュール調整等 

作業内容 第１回事業推進会議の議事録を作成するとともに、議事内容を整理

した。また、具体案についてのスケジュール調整などの調整業務を

行った。 

備考  

 

オ 5 月 22 日（木） 

担当者 鈴木佑馬、大木麻美 作業時間 終日 

タイトル 第１回事業推進会議の議事録作成および 

議事内容の整理、スケジュール調整等 

作業内容 前日に続き、第１回事業推進会議の議事録を作成するとともに、議

事内容を整理した。メールによる調整業務も引き続き実施した。 

備考  

 

カ 9 月 26 日（金） 

担当者 菅野剛、木村潤一郎、大木麻美 作業時間 終日 

タイトル 第 2回事業推進会議資料の作成及び会議事前打ち合わせ 

作業内容 第 2回事業推進会議に使用する資料を作成した。 

第２回事業推進会議では、前回実施した会議後の活動報告について

も実施することから、資料の整理も同時に行った。 

また、推進会議内容や使用する資料について社内会議を行った。 

備考  
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  キ 9 月 29 日（月） 

担当者 大木麻美 作業時間 半日 

タイトル 第 2回事業推進会議資料の作成 

作業内容 26日に引き続き、第 2回事業推進会議に使用する資料を作成した。 

備考  

 

  ク 9 月 30 日（火） 

担当者 大木麻美 作業時間 半日 

タイトル 第 2回事業推進会議資料の作成 

作業内容 29日に引き続き、第 2回事業推進会議に使用する資料を作成した。 

備考  

 

ケ 10 月 2 日（木） 

担当者 菅野剛、木村潤一郎、大木麻美 作業時間 終日 

タイトル 第 2回事業推進会議打合せおよび 

第 2回事業推進会議の開催 

作業内容 第 2回事業推進会議実施前に別海町松本主任と事前のすり合わせ

打合せを行った。 

第 2回事業推進会議は、事業の進捗状況報告と今後実施する事業

の具体案について協議した。 

備考 

   

 

コ 10 月 21 日（火）・31 日（金） 

担当者 木村潤一郎、鈴木佑馬 作業時間 半日 

タイトル 事業検討会議の資料作成の打合せならびに資料作成業務 

作業内容 事業の内容整理を行うとともに課題や可能性をさぐった。 

備考   

 

 


